
林業労働災害ゼロへの取組

奥能登指導区



目指す姿

｢いしかわ森林林業・木材産業ビジョン２０２１｣

林業の魅力ある産業としての飛躍的な発展

(2)林業が魅力ある産業に発展し、林
業従事者が誇りをもって現場で活躍

(1)「意欲と能力のある林業経営者」によりICT等
を活用した効率的な経営が行われ、林業収益力が
大きく向上

｢いしかわ森林林業・木材産業ビジョン２０２１｣



現状と課題

・担い手数が伸び悩み

｢いしかわ森林林業・木材産業ビジョン２０２１｣



現状と課題

・高い労働災害発生率（全産業平均の
１０倍）という労働環境の改善

｢いしかわ森林林業・木材産業ビジョン２０２１｣



主な指標

・年間労働災害発生件数
：１３件 → ０件

・林業従事者数：４８２人→５５０人

・林業従事者の年間所得：２割増

(R元:県内)

｢いしかわ森林林業・木材産業ビジョン２０２１｣



普及活動のねらい

奥能登地域の現状

・資源量が県内で最も豊富な地域

・林業従事者の不足

・労働災害の危険性が高い

・担い手の確保と育成

(人工林面積42千ha 県内の43%)

(林業従事者161人 県内34% )
(素材生産量57千m3 県内39%)



普及活動の内容

奥能登地域の課題

・担い手不足が森林整備の制限要因

・労働災害発生件数が多い

・普及員による現場安全指導不足

【労働災害発生件数 ６件（Ｒ３）県内19件】

・労働災害が他産業より多い



使用機械別事故件数

チェーンソー
が一番多い



事故の類型件数

切れ、擦れ
が一番多い



普及活動の内容

重点的に取り組む内容

・林業労働災害ゼロへの取組

質の高い安全指導が重要



VRｼｭﾐﾚｰﾀｰ











伐木作業研修会
（競技方式）















発生した林業労働災害に対する

フォローアップの強化

日 時： Ｒ４．４．１４
場 所： 能登町
経験年数： １２年
作業 種： 支障木伐採
労災内容： チェーンソーで左足切創



発生した林業労働災害に対する

フォローアップの強化





チェーンソー伐木造材技術(安全指導)研修

伐倒練習機 風倒木伐採練習装置



高性能林業機械(安全指導)研修



普及活動の成果

・ゲームで安全意識の向上

・繰返し現場で安全意識の向上

・競技形式で安全意識の向上



普及活動の成果

・特別講師で安全意識の向上

・フォローアップで安全意識の向上

・スキルアップで安全意識の向上



今後の課題

・普及員のスキルアップ

・継続的に安全指導を実施

・林業従事者全般を支援
(零細事業体、自伐林家も支援)

・飽きさせない安全指導


